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組織的な若手研究者海外派遣事業の帰国報告書

所　　　属　筑波大学大学院人間総合科学研究科 免疫学研究室

出張期間
　平成23年3月9日－平成23年7月8日

出張先
　University of Michigan Medical School Gabriel Nunez Lab

出張目的
1)自然免疫菌体認識受容体であるNod1/Nod2の生理学的意義についての研究
2)ミシガン大学内で行われるセミナーへの参加
出張結果
1)研究報告 
ウィルス感染後の細菌の二次感染はよく起こり得る事象で罹病率や死亡率を上昇させることが知られている。しかしながら、そのメカニズムについては不明な点が多い。今回我々は、ウィルスやそのアナログであるpoly I:C刺激が細菌認識受容体であるNod1/Nod2応答性を亢進させ、細菌感染後の炎症性サイトカインの産生を上昇させることを見出した。Poly I:CによるNod1/Nod2の応答性亢進はTLR3/MDA5受容体のアダプター分子、 TRIF/IPS-1を必要とし、さらにこれらの経路によって誘導されるtype I IFNs依存的であることが分かった。poly I:CやIFN-βは、 Nod1、Nod2、さらに下流のアダプター分子であるRip2の発現を上昇させた。poly I:C、IFN-β、または、murine norovirus-1の投与（感染）は、大腸菌感染による炎症性サイトカインの産生や致死性を上昇させたが、Nod1/Nod2 あるいはRip2が欠損するとその作用が減じた。以上の結果から、type I IFNsとNod1/Nod2シグナルのクロストークは細菌認識能を上昇させるが、一方でウィルス感染後の有害作用をも誘導してしまうことが本研究で明らかとなった。
2)出席したミシガン大学内のセミナーのタイトルを以下添付する。
"Myeloid-derived suppressor cell and cancer cell interactions prompt cancer stem-likecharacter" Takashi Tanikawa
"Chronic Variable Immuno-deficiency " The Lessons Learned " Marilia Cascalho

"Pneumonia and Toll Receptors: The Good the Bad and the Ugly "Urvashi Bhan

"Controlling antibody expression" Maria Sandkvist
感想
ミシガン大学はデトロイト国際空港から車で30分ほど西へ行ったAnn Arborというところにある。藤原正彦著「若き数学者のアメリカ」に記述されているように、『夏と冬だけがミシガンの四季である』。Ann Arborも同様で、冬は‐10℃くらいまで下がるが、夏は30℃くらいまで上がり、バーベキューやカヌー、サイクリング、ゴルフと、この時期に皆が自然を楽しんでいた。Ann Arborはミシガン大学の施設が多く存在する学園都市で、世界各国からの留学生もとても多い。そのためか、人々はこの人種の多様性を受け入れており、親切で温かかった。この「寛容性」は自分にとって大変勉強になった。この寛容性は人種間だけでなく、身近な人々に対しても大事なのだと感じた。お世話になったラボも国際色豊かで、ボスはスペイン人、研究員は、アメリカ人、イタリア人、韓国人、中国人、トルコ人、カナダ人、スロバキア人と、共通言語は英語だが、さまざまなバックグラウンドの話を聴くことができた。特に、出張中に未曽有の東日本大震災が発生したが、その間、多くの周りの人々から考えや思いを聴くことができ、非常に勉強になった。また、ミシガン大学内でも多くの日本復興のためのイベントや義援金寄付が行われ、国境を越えた温かい心遣いに感謝したのと同時に、自分の日本社会に対する考えをしっかりと持ち、支援してくれた人々にそれを伝えていかなくてはと強く思った。ラボ内では、毎週火曜日には研究報告会、金曜日には文献紹介が持ち回りであり、活発なディスカッションが行われていた。出勤時間は人それぞれで、全体ミーティング以外は皆が自分のペースで実験をしていた。私の感じた米国の研究室の特徴は、①PI（ボス）と研究員（学生）との距離が近い、②大学内外でのコラボレーションの頻度が高い、③ボスが研究員（学生）を評価する際、欠点がいかに少ないかという減点法ではなく、良い部分がどこにあるのかという加点法で見ている（個人の特長を最大限生かすためにどうしたら良いのかということをボスはしっかりと見ている気がした）④１研究室１PIが原則（日本とは違い、教授、准教授、助教授がすべて独立した研究室を持ち、運営している）ということである。日米両研究室に所属し、両者の相違点を実際に経験することができて本当に有意義であった。
最後に、今回の短期海外派遣の機会をいただいた後、今後自分自身変わっていきたいと思った点を記述し、感謝の言葉と代えさせていただく。
1 他人の相違点、欠点が見つかったとしてもそれを咎め、排除するのではなく、良い点を見つけそれを受け入れる（多様性を認める）。
2 派遣前はやはり英語にコンプレックスを持っていたが、周りを見ても自国のアクセントを持ちながらも皆立派にコミュニケーションを取っていた。これからは臆することなく積極的に英語を使っていき、さまざまな国の人々と交流していきたい。
3 世界の第一線で活躍している研究室で実験させていただいた経験を生かし、将来は日本から発信できる研究者になれるよう努力を惜しまない。
